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〔1〕はじM）に
　今日の大学改革にあたって，大学の大規模化，マスプロ化，複雑化が問題点
として指摘されているが，そうした状況の中で，学生達は，益々人間疎外と欲
求不満の状態に陥っている。
　その中にあって，特に心身の発育の最終段階にある学生達の運動意欲は極め
て高く，スポーッ活動への参加も，年々，増加の傾向を示し，施設，場所の使
用に対する学生の要求は今日非常に高いものがある。
　これらの活動は，あくまで学生達の自主的活動であるとはいえ，広義の大学
教育の一環として展開されるべきであり，その指導，管理，運営について適切
な指導，助言を与え，望ましい方向に導き，それを正常に満すことによって身
体的・精神的・社会的な健康が獲得されるのである。
　故に，コーチは，例へその学校の教職員でなくとも，学校の教育方針を熟知
した上で，確固たる信念を堅持して，社会と直結した最終段階としての大学生
活における活動であるだけに，現代社会において要求される心身の調和した人
間像の形成に寄与できるよう，その重要性を十分認識した上で，指導に当らね
ばならない。大字剣道のコーチにおいて，勝つということがコーチの評価と考
えられることの多い現状では，明確な信念を樹てることは極めて困難なことで
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あるが，大学におけるコーチの役目の出発点はここにある。
　剣道の追求には，勝つこと以上のものが数多くある。
　勝利に室らんとする努力の過程こそ貴重で，その過程において身に付けたも
のが価値そのものである。
　従って，コーチングの教育的な側面を深く認識しなければならない。
　即ち，コーチの責務として，社会性の育成と技術指導を考えなければならな
いが，その活動内容も各大学の歴史的な伝統や各種の背景及び学生の主体性・
集団意識・競技力などが初歩的な段階から積極的な段階と一様ではない。
　しかし，各々の段階の適切な指導体制や組織機構を整備し，施設・設備の活
用をはかり，財政制度を整えて可能な限り，多くの学生が各自の体力に応じて，
剣道部活動を進んで行うことを助長することが重要な課題となる。
〔2〕　剣道コーチングの原理
（1）　コーチの任務に対する態度の留意点
　1）剣道気狂いになること。
　　　コーチとしての報酬は，部員の精神・技術両面の育成に寄与し得ると云
　　う楽しみ・喜びといって過言でない。
　　　コーチは，精神・身体のみならず，時間・生活・金銭的な面に於いても
　　相当の犠牲を払わなくてはならない。いわゆる全くの奉仕者であるので，
　　私欲を捨てて，“剣道気狂い。“剣道の虫”（スターを作りあげて自分の名
　　前まで有名にしようとは絶対に，考えてはいけない）にならないと勤まら
　　ない。
　2）よりより学校の一員となること。
　　　大学に於けるコーチには，その学校の教職員，OB・その他様々な団体
　　から依頼する。
　　　その学校の教職員の場合は，それ程問題がないが，大学運動部の在り方
　　が種々と問題化されている昨今，例へ，その学校の教職員でなくとも，そ
　　の活動は広義の学校教育の一環として展開されるので，その学校の教育方
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　針に積極的に協力し，手前勝手な無責任な行動，批判は慎しみ，中途半端
　　でなく，よりよい学校の一員となり得たとき，部員にも絶大な尊敬と信頼
　　をもってその権威を保つことができるであろう。
　3）剣道の追求には，勝つこと以上のものが数多くあることを認識するこ
　　と。
　　　コーチが自分は技術を教え，試合の為に練習するだけで十分だと考えた
　　ならば，大きな誤りである。
　　　連日，繰り返される，正しく打つ苦しい練習の努力の過程に得られる精
　　神的な諸要素が貴重であり，価値そのものである。又，ここに我が国の伝
　　統の失う事のできない歴史的意義がある。
　　　故に，コーチの立場としては，精神的育成を第1と考え，技術的育成を
　　第2義的なものと考えなければならない。
　4）他団体に誠意を以って協力すること。
　　　学内における諸行事に参加及び援助すると共に，学外における剣道連
　　盟・体協等と積極的に接触を保ち，関心を獲得するように努め，認識を得
　　るように協力することも重要なことであろう。
　5）好ましい広範囲な社会関係を樹立すること。
　　　剣道は，警察界・実業界，その他でも活発に行われ，国際剣道連盟も設
　　立されるに至り，特に，大学においては，練習試合・遠征・合宿等でそれ
　　らとの接触も多くなるので，コーチは，それだけに外交手腕・礼儀・話
　　術・心理学等を習得しなければならず，又，部員の一生を決める就職にも
　　関係してくる場合があるので，好ましい広範囲な社会関係を築かねばなら
　　ない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
（2）　コーチの試合に対する態度の留意点
　1）大会の主旨，注意事項，試合審判規則を徹底させること。
　　　コーチは，その試合の代表者会議に必ず出席し，打合せ事項を詳細に部
　　員に伝え，大会の主旨を十分に理解させた上で，試合規則を厳正に守らせ，
　　その中で誇りをもって全力を尽させ，姑息な手段で若干の利益を得ような
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　どということのないように，徹底させることが必要であろう。
2）敗因を審判のせいにすることを戒ること。
　特に，剣道においては，瞬間的な技で勝敗を決するので，誤審皆無とい
　うわけにはゆかない。謹か一本の差で敗れた時は，尚更，審判のせいにし
たくなるものだが，部員に対しては，極めて悪い影響を及ぼすので，不平
不満の発言は控え，冷静に対処し，その敗因を反省の材料として敵の力を
尊敬して明日からの練習の糧とする同じ人間としての立場から寛容な態度
　を示すべきであろう。
3）自信とゆとりをもって望むこと。
　　部員は，コーチに対して絶対的信頼を寄せているので，試合の時の態度
　が微妙な影響を与える。
　　特に，せり合いになってきたり，優勝争いとなった時は尚更であるし，
試合が始まると予期に反して部員の欠点が目に付いてくるものであるから，
　自信とゆとりをもって，必要な情報の伝達，臨機応変な切替・選手交代・
　効果的なアドバイスをすることが大切であろう。
4）ベストコンディションで望むこと。
　　試合当日には，部員と共にコーチも身体の調子をベストコンディション
　にもっていく為に，試合前，数日間の練習については，抜き過ぎてもいけ
　ないし，やり過ぎてもいけないので，部員個々の体力，性格及び全体の状
　態を鋭く観察しつつ調整に細心の注意を払わなければならない。部員のコ
　ンディションが最高となりながら，コーチのコンディションが壊れたら，
　最悪であるので特に注意すべきである。
　　尚，試合の前後は部員のコンディションを観察する大切な時機であるの
　で，早めに練習に出て，部員の様子を捜り，緊張を解きほぐしたり，激励
　したりして，部員と一体となることが重要である。
　　又，コーチと部員，部員同志問の和気を作り出すと共に部員のコンディ
　ションを判断する機会として，寝食を共にすることがよく食事睡眠を通じ
　て，部員の体調を計り，団樂の中での，アドバイスは効果的である。
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　5）意欲をもって高いレベルに目標をおくこと。
　　　コーチの成功を計る尺度は勝つことだけではないけれども，勝つ意欲を
　　盛りたてることも重要な仕事の一つである。
　　勝とうという意欲が強ければ強い程，多くの困難にも突き当るし，疲れ
　　るし，自分自身に対しても厳しさが必要とされるが，この過程が価値高い
　　ものとなるし，自信にもつながる。
　　故に，コーチは部員に尊い勝利の経験をさせ，又，お互いにその喜びを
　　分かち合う為にも，練習試合の時機或は，相手の選択に気を配りつつ，意
　　欲をもって高いレベルに目標をおくことが重要であろう。
　6）敵に対して正しい態度を心掛けること。
　　　試合中は，相手に対して尊敬の念を忘れずに，全力を燃やして闘わせる
　　が，日常生活においては，友好的に交際させる必要がある。
　　　試合の結果，どうしても勝者と敗者との関係に陥るが故に，両者の問に
　　誤った人間関係が生れ易いので特に，注意が肝要である。
（3）　コーチに必要な要件
　1）すぐれた人柄の育成に努めること。
　　　コーチするに当って，重要な役割を果すものは，コーチの人柄である。
　　　部員は，常に鋭い観察をコーチに向けている。低学年の部員・技術の乏
　　しい部員程，その傾向は強く，又，信頼される度合が高い程，そのコーチ
　　の人柄は，部員に与える影響力が強い。
　　　故に，絶えず，一般的な知識即ち医学・生理・衛生・心理・社会・物
　　理・教育学等の吸収に努め，精神的な安定と思考，智謀の素朴さと愛情あ
　　る実行力と勇気ある明るい人柄が必要であろう。
　2）豊富な技術的知識を身に付けること。
　　　コーチの仕事は，部員の進歩に対して援助を与えることである。
　　　故に，より豊富な正しい技術の知識を得る為に，各種の講習会や研究会
　　に積極的に参加して，自分の考えや方法を確認すると共に技術的な意見や
　　経験を交換し，部員に対しての助言援助が有効適切なものとなるように情
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　　熱をもって秀れた指導性を身につけるように，努めなければならない。
　3）競技試合の経験をつむこと。
　　　試合中並びに試合前後におけるコーチの態度は，選手となる部員や応援
　　者となる部員に強い影響を与える。
　　　重要な場において，範となる様に，実際に自らが経験することによって，
　　部員の心理を知り，激情の中でも決して崩れない精神力を培い，自己を見
　　失うことのない様に努め，友好的な態度の育成に努めるべきである。
　　　又，当然な事であるがメンバーにも制限があるので，選にもれた部員が
　　落胆して練習を放棄したり，陰で足を引張ったり，みにくい競争をする場
　　合もあるので，全員に気をくばり，損失を未然に防ぐ為にも，同一視して，
　　部に対する凝集力を高めておくことが重要である。
　　　その部のスポーツマンシップの核心はコーチであることを忘れてはなら
　　ならない。
　4）豊富なコーチの経験をつむこと。
　　　大学においては，試合方法にも，団体試合，個入試合，勝抜試合等があ
　　り，又，多種多様な相手と試合しなければならない。
　　　故に，暇をみっつけて，積極的に各種の団体，階層のコーチを経験する
　　と共に，確固たる信念を持って，尊敬すべき先生の教えを乞い，明確な理
　　想の追求に努め，その内に，まねごとではなく，独自性を持たなければな
　　らない。
（4）　その他の留意点
　1）適切な役割の分担を行うこと。
　　　コーチは，部の運営をより効果的にする為に，適切な役割の分担を心掛
　　けなければならない。
　　　一部の部員だけではなく，全員に何らかの役割を割り当て，自分の役割
　　は何か，自分は何をしなければならないか，自分に期待されているものは
　　何かを悟らせ，遊兵的存在者をつくらぬ様に努め，部員を“我々”という
　　一体感に結び付け，所属意識をもたせると共に，自分と部を同一視させ，
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部に対する団結を深めることが大切であろう。
　又，このことが社会性の育成にも大いに役立つのである。
2）スヶジュールと努力目標を万全にすること。
　部全体の上達度或は，部員個々の上達度を十分に確認した上で，まず，
　目標を確立し，目標をもって練習計画を作成しなければならない。
　　スケジュールにも，年間の長期スケジュール，各期のスケジュール，各
週のスケジュール，毎日のスケジュールがあり，技術の向上，コンディシ
　ョンの維持調整・社会性の育成・休養・娯楽等を十分検討した上で作成し
　なければならない。
　　尚，努力目標を掲げて行わすと，認識も深まり，意欲も出て，より効果
的である。
3）遠征に対する配慮をすること。
　種々な階層の相手に練習及び試合をお願いし，更に，社会見聞を広める
為にも，遠征は重要であるが，あくまでも旅行中は，学校の代表者である
　し，関係者は，部が自校の誇りとなる行動を期待しているので，この期待
　に答えられる行動をとれるように，服装・礼儀作法・立居振舞・言葉遣い
に至るまで，細心の気を配らなくてはならないが，まず，その為には，綿
密な計画と連絡を心掛けると共に，遠征後の挨拶を忘れてはならない。
〔3〕　コーチングの技術
（1）　技術的コーチングの留意点
　1）各種の個入差を考慮すること。
　　①潜在力の個人差
　　　学生達の潜在力は無限に伸びる可能性をもっているがそれにも段階があ
　　る。
　　＠潜在力が高く，伸びが早い者。
　　⑤潜在力が高く，伸びが遅い者。
　　◎潜在力が普通程度の者。
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⑥潜在力が低く，伸びが早い者。
⑥潜在力が低く，伸びが遅い者。
　③の様なタイプの者を早急に見つけたら労少くして良い成果を収める事
ができるが⑤の様なタイプの者をより効果的な指導力をもって早く伸ばす
ことがコーチの手腕となるが目先の勝利にとらわれて，③タイプに集中し
ていると他の者が，落胆して稽古を放棄するケースが多いので早く鋭い眼
力を持って，潜在力の個人差を認識し，それに応じた指導を心掛けなけれ
ばならない。
　更に◎，⑥，⑥タイプの者に対して，より多くの時間と工夫，より大き
な忍耐力をもって対処し，その潜在力を最高のものに発展さすことがコー
チとしての最上の喜びであろう。
　その為には，普段の稽古で鋭い観察力を持って各人の特徴を捉むことは
もちろん，必づ早く道場に出て，稽古前と後の諸動作・意気込み，態度を
観察することが重要である。又，出稽古・練習試合（他校との）合宿遠征
等で思わぬ発見をする機会に恵まれるので十分の注意が必要であろう。
②体力の個人差・
　大学生は発育段階に於いては，成熟期・第3充実期に当り，肉体的発育
は殆んど終るがスポーッ的な体の要素は鍛練の仕方によって100％以上に
伸びる時期で，肉体的な最高の能力に到達しようと躍動しているので，各
人の体力の限度を十分に考慮をし，適切な準備の上で鍛練すれば危険も防
止できるので，体力診断テストを行い，各人の基礎体力を把握し，定期的
健康診断を怠ることのない様にすることが大切であると共に種々のトレー
ニングを行わせ，体力増強に努めなければならない。
③技術の個入差
　新人につ！、ては，大学に入ってこれからやろうという初歩的段階から高
校時代に各種大会に於いて活躍した者迄と，現部員についても大学に於い
ては4年間あるので，技術的にも相当の開きが生じる。
　新人について言えば，初心者及び高校時代に指導者に恵まれなかった者
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については，技術的には劣っていても，これから“やろう”という意欲が
あるのでそれ程，問題はないが，特に高校時代に各種大会に於いて活躍し
た者については，甘えさせると如何に技術的に優秀であっても部を育てる
上では，最も敬遠すべき存在となり，そのまま放っておけば育つどころか，
部が崩壊しかねない。
　技術以前の問題として，各人の態度・心構えを重視すべきで，どんなに
体力，技術に秀れた者でも部に必要はない。とはいっても部にとって新入
は大きな可能性を持った貴重な存在であるから，甘えさせるな！　とばか
り，誤った育成法で自らの手で可能性の芽をつみとってしまうことがない
ように大事に育てて戦力になって貰わなければならない。
　又，上級生になり，部の雰囲気にも慣れ，技術が上達するにつれて，満
心し，気を抜いた練習をする傾向が特に，有望な者に程，生じ易いので，
不必要におだて，勝つことに目がくらんでそういった態度を見過すと部員
同士の信頼感が失われ，決して良い成果は得られないので，集団に批判し，
反する行為を防止するように，努めるべきであろう。
　尚，技術に劣る者には，特に，部にとっての必要性を認識させ，欲求を
満足さすと共に，部に対する認識を高めておくことが重要であろう。
④環境の個人差
　大学における部員は，全国各地から集って来るので，その出身地域によ
っても，特に，剣道においては，盛んな地方と盛んでない地方の差が激し
く，又，家庭環境においても，盛んな地域においては，理解も深いし，熱
の入れ方も違うと共に指導者にも恵まれている。
　しかし，入部希望者には，高校時代に指導者や家庭等，環境にも恵まれ，
体力と共に技術的にも非常に高度なものを身に付けた者もあれば，環境に
恵まれずに変則的技術を身に付けた者，受験勉強に追われ満足にできなか
った者等，多種多様であるのでコーチはそれまで各人が経て来た環境を綿
密に調査した上で，全体の融和を計りつつ，順序と強度を追って稽古の度
合を考慮して指導に特別の組合せをしたり，はやく特別の能力をつける工
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夫を心掛けることが重要な課題であろう。
　尚，入間誰れもが好調，不調の波があると同時に種々の個人差により，
スランプに陥る場合が多い。スランプに陥った者の苦悩もさることながら，
部にとってもスランプの者を抱える事は大きなマイナスである。その者の
力が部から差し引かれるだけではなく，いもつる式に他の者に悪影響を及
ぼす可能性がある。
　故に，コーチはスランプに陥った者を発見したら，その原因探求に協力
　し，稽古のやり過ぎなら軽減し，逆に稽古不足ならばびしびしと鍛え，或
は稽古を強制的に見学させ，無念の気持と戦いながら客観的に見学するこ
とによって稽古している時には気付かなかったことを見い出させ，立直り
のきっかけをつかませたり，専門書を読ませたりして気分転換をはからせ，
原因によっては，徹底的につっぱなす事も必要であろう。
　又，部員の顔色，体重等，身心の状態を常にチェックし，親味のいたわ
　りと思いやりを持って，速やかな脱出を心掛けてやらねばならない。
2）稽古方法と内容及び指導展開を工夫すること。
①稽古方法
　剣道に於ける技術素質の育成手段は，その技（動作）の反復稽古以外に
なく，基本技術なくして，高度な応用技術はできないので，一つの技（動
作）が習慣化され，それが距離（間合），方向（筋），強弱（虚実），時間
　（拍子）等，相手との関連において自由自在に操作できる様にならなけれ
　ばならない。
　　その技術に使われるエネルギーが少く，正確な程，その技の上達度が高
いといえるが，一見単調で，慣れ合いになる危険性が多分にあるので，目
的・目標・必要性を徹底的に理解させ，牛馬の尻をたたくのではなく，部
員の内から真剣にやろうという自覚を持たす事がまず根本課題となる。
稽古方法どしては，
　　①全習法……一連の動作を総合的に稽古する。
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　容易な内容なら可能だが欠点ができる。
②分習法……一連の動作を部分的要素に分割して重点的に稽古する。
　　高度な内容なら可能だが基本と試合がバラバラとなる傾向がある。
故に，特に基本技術を身に付けさす場合は，
　③漸進的変容法
　　色々と型を変えて行わせ，その中でこれだけは身に付けさすという方
　　法がよく，その目標によって創意工夫せねばならない，又，稽古の内
　　容の複雑さの程度，全体としての長さ，稽古の目的，部員の状態によ
　　ってその方法を決定しなければならない。
　尚，技術の上達度に段階があるので，特に上位者程，配慮しなければな
らない。
　即ち，上級生と下級生，上位者と下位者，上級生同士，下級生同士，上
位者同士，下位者同士といった組合せに変化をもたせ，①自分の進歩の度
合が判る様な方法，②お互いに欠陥を指摘し合う方法，③上級生を助手と
して使う方法，④お互いにせり合わす方法等が意欲をもって行わす為に必
要であろう。
②稽古内容
　高校時代に於いては，竹刀の長さも短く，重さも軽いので，技も相手と
の関連を余り深く考えずに，自分のペースでの動きとスピードで，打ち自
体も幾分軽度のものであるが，大学に於いてはより高い規準と価値観を求
めるので同じ打突にしても適法な姿勢で，充実した気勢をもって，刃筋を
　　　　　　　　　　げ立て，鏑を使って，物打ちで正確に部位をより正しく強く打突することが
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要求される。剣尖の攻め，動きにしても動く為の動きでなく，攻める為の
動きで，相手と自分との関連即ち理合も重要視され，同じ基本技術もより
高度なものを習得しなければならないだけにその内容も現在のその部或は
部員個々の上達の段階を確認した上で考慮することが大切であろう。
③指導展開
　指導展開に於いては，易→難，簡単→複雑なものへが親近感，容易感を
与える点では，効果的な段階的指導となるが，時には，難→易へと逆の展
開も部員を発憤さすので用いるべきであろう。
　練習の面で甘えさせないで，意欲を高める為に，出来るだけ部員個々の
得意なものを発見し又，それを示すチャンスを与えてやると共に，成功の
喜びを与えてやることである。
　　ウィークポイントは徹底的に行い，できない場合には妥協しないで何度
　も同じ事を注意する忍耐力が必要であろう。
　最近の部員の傾向として，結論を直ぐに自分で出してあきらめてしまい。
苦しさに耐える過程を省いてしまうので，充分説明をし，納得させた上で
実行することも大切である。
　総てを知った上での不合理な制裁にはどんなに厳しくても文句は言わな
いが，あやまった制裁程，部の育成上，逆効果なものはない。そこに育つ
のは忍耐強いアニマルだけである。
　　とは言え，総てを知った上で行ったものであれば，耐え抜いた部員達の
間には，不思議な連帯感が生れるものである。
3）解説，示範の技術を工夫すること。
　　コーチは，練習しようとする技を部員に理解させる為に，種々な解説，
示範の技術を用いる。
　特に，基本技術の指導においては，重宝である。
　剣の理を良く自覚せしめ，工夫研究をたえず，おこたらないように努め．
又，自分のものとしていかなくてはならないが，仲々全部の技が自分に納
得が出来るようになるのは，困難な事であるので技によっては，誰が示範
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　　に好適か選定して行わすことも個性の伸展の援助の為にも有効となる。
　　　尚，より効果的に理解させるためには，
　　　イ）技のポイントを的確に。
　　　ロ）見易い位置で。
　　　ハ）肯定的な示範を重視する。
　　　　（よりよく理解さす為に，時には否定的な示範もよい）
　　　　ということが重要であろう。
　　解説については，説明に加え，正しい技術の有効な手掛りとして，写真，
　　スライド，映画等の補助を併用することも有効である。
　　又，コーチは，高校の諸大会を必ず見学し，各学校及び学生個々の特徴
　　を充分に観察し，新聞，雑誌専門書と共に利用できる情報，資料を収集
　　し，的確に部員に伝えられる様にし，大きな各種大会に限らず，事情の許
　　す限り，部員を引率しそばで解説してやる事も部員の意欲となり，反省と
　　なるので是非共実行したい。
（2）　精神的コーチングの留意点
　1）厳格さを堅持すること。
　　　コーチが秀れた部員に対して，厳格さを堅持せず，高慢になった者の誤
　　った行動を黙視する様なことがあれば，その権威は吹きとび，育成など思
　　いもよらないことになる。
　　　コーチの要請・指摘・命令は絶対的に実行されなければならない。しか
　　し，命令を出すまではこれを仔細に検討し，一旦ある一定の決定を行った
　　ならば，その線を崩すべきでない。
　2）部員に自主性をもたせること。
　　　大学においては，講義がある場合には，練習時間も制約されるし，とい
　　って休暇も春期・夏期・冬期と長期間に渡るので練習や試合及び日常生活
　　の在り方の課題を自主的に解決する機会を各人が作らなければならない。
　　即ち，剣道においては各人，種々の得意技，クセ，タイプがあるので積極
　　的に場を求めて，多数の人々と練習をし，自分の技が通じるように励み，
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洞察力を養い，更に，備えを固くして油断させない為に，コーチは，部の
練習の他に，課題として個々の練習手段を自主的に実施させ，自ら技術を
マスターし，練習の負荷を区分する習慣をつけさせなければならない。
3）信賞必罰の処置をとること。
　規律違反，時間を守らない，素行の悪い部員に対しては，どんな小さな
場合でも必ず，部の批判を受けるように制約を加え，部に対しても良い戒
めとなる様にし，更に，部の秩序を乱さない為にも，コーチは，必要に応
　じて，強制，処罰の処置をとる反面，ほめるに値する部員の行為には，ほ
　め，奨励し，深く感動さす，例え短くても暖かい言葉をかけてやることが
必要である。
　　しかし，成績の良い部員だけをほめるのは大きな誤りで，向上すればす
　る程，称賛必要としないで，極端な称賛は避けなければならない。
　又，失敗した部員には，ジョークで勇気づけるのもよい。
4）自戒して気を弛めないで繰り返すこと。
　技術的コーチングと同様に，精神的コーチングにおいても育成の手段は
必ず繰り返されなくてはならない。
　反覆によって，平常「習性」とか「習慣」と呼んでいる要素が作り出さ
　れるのである。
　　例えば剣道は“礼に始まり，礼に終る”と言われるが，礼というものは
相手に対する尊敬の念よりむしろ，正しい礼を繰り返す事によって自分自
　身の気持を引き締め，尚且つ，自分自身のえりを正す事の方が重要であろ
　う。
　　故に，コーチは部員の出席率，学業成績，練習状況，部内，部外活動そ
　の他を組織的に記録して，絶えず，自戒して気を弛めないで，繰り返すこ
　とが重要であろう。
5）モラルに反する行為を防止する様，努めること。
　　特に，大学においては，社会生活に直結しているだけに，身心両面によ
　く調和のとれた全面的に発達した人間成長を期待されているし，又，特に
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剣道には最近の隆盛と共に国民が深甚な関心を払っているだけに高いモラ
ルが要求される。
　このモラルの育成において重要な任務を果すのもコーチである。
　モラルの育成には，次の事が重要である
①　部内での正しい人間関係をつくり出すこと。
　　同僚や部に対する部員の違反は，絶対に放置しないこと。即ち，人間
　は成績が上るにつれて高慢になり，仲間を軽視し人の注意に耳を傾けず，
　個入の利益を重視する様になるので，不必要におだてたり，非行を看過
　したりせず，控え目にほめ，適時誤りを指摘し，叱る時は直ぐに人前で
　叱り，モラルに反する行為を防止する様に努めるべきである。
②　部員自身に教育的活動をさせること。
　　　　　　　　　　　　も　　部員自身に指導活動に従事させるのも効果的である。
　コーチに指導を受けて練習を続けると共に，他方では，自分自身が指導
　する訳である。
　　部員において，上級生を助手として下級生の指導に当らせたり，部外
　においては，休暇を利用して，母校或は帰省地の指導に当らせ，自分自
　身の練習と社会的活動としての指導を平行的に行い，知識と経験を分け
　合わす様にすると剣道全般の発達と共に，自分自身も模範となる様に努
　めるので，責任感も強く，精神的向上にもなるので，モラルの育成には，
　こういった社会的活動は極力奨励すべきであり，又，人を教える立場に
　立つと，知らず知らずの内に自分の師を模倣する様になる。
③　部の果す教育的役割を認識させること。
　　モラルの育成には，部が大きな役割を果している。
　　部の役割は試合においても明瞭に発揮される。試合において，和をも
　って団結し，仲間に気をくばり，これを援助し，支持し，激励し，元気
　づける部が勝ちを握るのである。
　　故に，コーチが，極端な個人指導に陥ると部内の精神的育成が十分に
　行われず，個人主義を尊重し，仲間の批判を恐れ，不健全な競争を起こ
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　　　し，高慢に陥る等の弊害が起きる。
　　　　部は共通の利害と健全な友愛，同志愛のもとに団結すべきであるので，
　　　できるだけ頻繁に全員を集め，練習の技術や方法論，過去の大会等につ
　　　いて語り合ったり，ピクニックやレクリエーションを行ったりすると良
　　　い結果が得られるであろう。下級生或は初心者は自分の属する部の優れ
　　　た先輩を模倣して，模範とし，自分もこの様な先輩に負けない様に努め
　　　るので部の果す教育的役割は重要であるから，コーチは，部を正しく組
　　　織し，部の中に先進的な伝統を培うよう努めるべきである。
（3）　一般的コーチングの留意点
　1）好ましい雰囲気作り出すこと。
　　　部の雰囲気の良否が試合成績或は技術の上達に大きな影響を及ぼすもの
　　である。
　　　まず，好ましい雰囲気作りには，部室，道場，合宿所等が基盤となるの
　　で，部訓，部則，練習目標，練習内容，練習計画，その他の通達事項を貼
　　付したり，賞状，カップを陳列したり，時機に即した金言を書き出したり
　　すると良い。
　　又，部の習慣や伝統も雰囲気の重要な要因である。習慣や伝統は自然発
　　生的なものも少くないが，好ましいものを意図的に作り出すことも大切で，
　　コーチはこの様なことにまで気を配らなくてはならない。
　2）剣道の歴史を教えると共に学校剣道の在り方を考えさせること。
　　　剣道は我が国古来からの失うことのできない伝統的なもので，それだけ
　　に深い歴史的な意義があるので，剣道の歴史を教えながら伝統的な価値を
　認識させ，技術的，精神的両面における学校剣道の在り方を考えさせる機
　　会をもつ必要があり，特に古書にも恵まれているので，熟読させることも
　　重要である。
　3）技術論を教える機会を作ること。
　　　道場での実践ばかりでなく，技や形の解説・攻撃や防禦の基本原則等，
　　経験や形と勘に頼る技術指導だけでは危険であるので，いろいろな手段を
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　構じて技術を分析し，言語による説明だけでなく，印刷物にしたりして残
　るようにした方が効果は大きい。
4）試合成績及び内容を記録しておくこと。
　　各種大会，練習試合，遠征等における，部員だけでなく，他校の部員に
　ついても詳細な記録をとっておき，統計的資料に基づいた指導計画を工夫
　して，勘による指導の危険を防ぎ，試合の時には相手を知らずして，適切
　な作戦は立てられないので適切な作戦を立てるために相手の癖や性格等を
　把握した上で，対処の方法を教えれば，自信にもなるし，又，勝利の公算
　は大である。
5）練習の合理化をはかること。
　　大学においては，学業の合間の知い時間が練習に与えられているのが現
　状であるので，短い時間で最大の効果が期待できる様な合理的な練習を工
　夫，実施しなければならないであろう。
6）月1回は部会を開くこと。
　　問題をみつけて，その解決のために各人が自由に意見を述べる機会をも
　うけ，その問題についても，練習・生活・悩み等種々とあるが，部内での
　融和を保ち，時には，若い柔軟な頭脳から良い意見を得ることもあるので，
　コーチとして絶対的な存在を保つ上にも部会は欠かせないことであろう。
7）心理の変化，原因や徴候とその対策に気をくばること。
　　剣道は，相手の行動を必ず自分が受ける他のスポーツにない緊張を味う
　ので，それだけに動揺が起るし，特に，大学生においては，自我の認識と
　社会意識が発達してくるに伴い，名誉欲，相手に負けたくないといった社
　会的優越を誇示する欲求が発達してくるので，心理的変化も大きい。
　　又，普段の生活においても，友人関係，異性関係その他で，種々の変化
　があるので，その原因，徴候及びその対策に気をくばらなくてはならない。
8）疲労とその対策を考慮すること。
　　コーチングには，身体的にも精神的にもよく調整された状態を基礎とす
　る時にのみ達成される。
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　練習や試合の厳しさに耐えるには，疲労も伴うので，食事・休養・睡
眠・授業などの生活の全部が調整されなければならないが，コーチが部員
の全生活を見守ることは到底不可能であるので，認識を高めるにいろいろ
の方策を講じて，部員の内面から引き出す様にし，部員の心中に必要性を
植え付けることが先決であるが，疲労についての一応の常識をもって，そ
の対策を講じ，又，垂範することを忘れてはならない。
9）安全管理について注意を払うこと。
　　剣道は格技であるが故に，種々の危険の要因をもっており，常に危険と
対面しているといってよい。従って，部員に，防具，竹刀の管理，道場の
状況等，安全管理に十分注意すると共に，コーチは指導管理の万全を図る
為に，素養として解剖学・生理学・衛生学・スポーツ傷害・救急処置等の
基礎知識を身に付けておく必要がある。
〔4〕おわりに
　コーチは，止まることのない無限の潜在力を秘めている学生達から信頼され
る度合が高いほど，それだけ大きな影響力をもつだけに，その助言援助が学生
達に有効適切なものとなるよう，秀れた指導性の養成に努め，明確な理想到達
のために，強固な信念を持って，学生達が剣道部活動を通じて，自らの身心を
錬磨し，情操を陶冶し，その潜在力を徐々に啓発すると共に，部への誇りと所
属感を味わい，人間的・社会的連帯感を育成するために，愛情と希望と願いを
もって奉仕することが大切であろう。
　教育的なものを犠牲にした勝利は喜べず，疑問をもつ。
　或るコーチは，敗れても勝利を収めた時と同じようにその職にあることに意
義を感じ喜びを感じる。
　大学剣道部活動においては，種々の時点で複雑多岐な変化が現われ，これに
対応して部員相互が効果的に行動できなければならない。そのためには，精神
的協力を背景にした部全体としての高度な技術開発と共に，部員総てが，合理
的・能率的に多彩な協同行動をとることができるようになれば，コーチとして
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の成功の途は開かれるであろう。
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